












































Kingdom of Evils” によれば、病院で行っているソー
シャルワークは、目新しいものでも、独創的なもので
図１　Elmer Ernest Southard 
(1876‒1920)


















































された第１回国際精神衛生会議（The First International 


















協会（The Connecticut Society for Mental Hygiene）が
設立された。ここが精神衛生運動発祥の地とされてい
る14）。ビアーズは早くも翌年の1909年２月には全国
























































































































































































































































































































































































































































































Society for the After-Care of the Insane）」が組織されてお
り、すでに1880年には病院からの退院患者の面倒をみ
るための活動が行われていたという。cf. Southard EE, 
Jarrett MC: The Kingdom of Evils. 520, Macmillan, New 
York (1922) [Reprint: Arno Press, New York (1973)].
２） Southard EE, Jarrett MC: op. cit. 520.
３） Hurd HM: The Institutional Care of the Insane in the 
United States and Canada, Volume II. 653, The Johns Hopkins 
Press, Baltimore (1916) [Reprint: Arno Press, New York 
(1973)].




６） Southard EE, Jarrett MC: op. cit. 521‒522.
７） Reynolds BC: The Role of the Psychiatric Social Worker in 
Therapy. In Proceedings of the First International Congress on 
Mental Hygiene, Volume One, ed. by Williams FE, 668‒689, 
The International Committee for Mental Hygiene, New York 
(1932).
８） 原文では “just an assistant to the physician, somewhat like 
a nurse” と書かれている。今の看護師なら反発するかも
しれない。
９）原文では “a group of trained women developing a pro-
fessional point of view of their own” である。最初から
PSWを女性の仕事と捉えていたようである。
10） Southard EE, Jarrett MC: op. cit. 522.
11） Sicherman B: The quest for mental health in America 
1880‒1917. 304, Doctoral thesis, Columbia University (1967) 
[Reprint: Arno Press, New York (1980)].
12） ビアーズのかたわらで、マイヤーは丸々４晩を原稿の
チェックに費やしたという。cf. Sicherman B: op.cit. 298.
13） Beers CW: A Mind That Found Itself: An Autobiography. 










14） Proceedings of the First International Congress on Mental 
Hygiene, Volume One口絵参照。
15） Sicherman B: op.cit. 306.
16） Luxenburger H: Die Bedeutung der Psychischen Hygiene 
(mental hygiene) für die Erbkrankheiten. Archiv für Rassen- 
und Gesellschaftsbiologie, 24: 307‒325 (1930).
17） アジア大陸を代表してスピーチをしたのは、日本の代
表として出席していた東京帝国大学教授の三宅鑛一で
あった。cf. Proceedings of the First International Congress 
on Mental Hygiene, Volume One, 29‒30.
121
わが国における精神科ソーシャルワーカーの黎明
18） Proceedings of the First International Congress on Mental 
Hygiene, Volume One, 22.
19） Proceedings of the First International Congress on Mental 
Hygiene, Volume One, 689.
20） Elizabeth Healyのコメントより。cf. Proceedings of the 
First International Congress on Mental Hygiene, Volume One, 
691.
21） 東京府立松澤病院医局同人 : 東京府松澤病院ノ歴史．
呉教授在職二十五年記念文集 第三部，1‒106，東京 
(1928)．ただし、「将来ノ企画」は同論文の90‒94頁。





































29） 脳研便り．精神衛生，11: 61‒62 (1937).
































名古屋 (1958) には、「同年（1954年）４月 Rockefeller 寄金
の満期と共に Social Service Department 及び Department 


















































職種への道─．東京 PSW研究，4: 11‒32 (1995)．引用部
分は21頁。
48） 見浦康文：同上論文．
49） 講演の際に村松常雄は、ソーシャルワーカーのことを
「ソーシャル・クリニッシャン」という言葉で説明した
という。したがって、ここでいう「クリニッシャン」は
PSW（および臨床心理のスタッフ）のことを指してい
ると考えられる。
50） 見浦康文：前掲論文，23.
51） 児島美都子：発刊に寄せて（東海 PSW協会回顧）．
第42回日本精神保健福祉士協会全国大会記念誌，10，
愛知県精神保健福祉士協会，名古屋（2006）．
52） 岡田靖雄：精神医療における PSW．精神医学ソーシャ
ル・ワーク，1(1): 4‒9 (1965a).
53） 岡田靖雄：精神医療におけるソーシャル・ワーク：精
神医学ソーシャル・ワークは必要か．医療と福祉，
2(10): 8‒12 (1965b).
54） 坪上宏：医療におけるソーシャル・ワーク：反論・
ソーシャル・ワークは果して不要か．医療と福祉，
2(12): 7‒11 (1965).
55） 金子寿子：東海 PSW研究会前史─黎明期─，20.
56） 岡田靖雄：前掲論文 （1965b），12.
57） 柏木昭編著：前掲書，11.
58） 福冨律：「精神医学」誌から見える PSW像．立教大
学コミュニティ福祉学研究科紀要，10: 69‒74 (2012).
59） 「Y問題」を扱った資料は極めて多いが、事件の概要
を知るには、たとえば以下の文献を参照。村山隆彦：Y
事件におけるセンターメモの果たした役割と相談のあり
方を問う．精神医学ソーシャル・ワーク，12(18): 8‒10 
(1978)．あるいは、坪上宏：PSWの歴史と現状─その倫
理的側面から─．精神医学ソーシャル・ワーク，29: 
75‒85 (1992).
60） 社団法人日本精神保健福祉士協会事業部出版企画委員
会編：日本精神保健福祉士協会40年史．190，日本精神
保健福祉士協会，東京（2004）．
